
家計簿及び収支項目分類について 

 

 次回全国消費実態調査の家計簿及び収支項目分類について、第２回及び第５回分科会

の検討、試験調査結果を踏まえ、別紙のとおり案を作成した。2014年調査からの主な変

更点は以下のとおりである。 

 

家計簿（案）及び収支項目分類（案）の前回調査からの主な変更点 

 2014年調査 次回調査（案） 

収入 勤労者世帯及び無職世帯の

み記入 

全ての世帯で記入（Ｐ） 

現物 現物支給、もらい物・もてな

し、自家産、自分の店の商品

について記入 

自分の店の商品のみ記入 

口座への入金、

現金収入、 

預貯金の引出

及び預入 

全て「現金収入又は現金支

出」欄に記入 

「口座への入金」「現金収入」「預貯金

の引出と預入」の各欄を新設 

品目 具体的な品目名及び誰のた

めの支出かを記入 

・食料を含め、具体的な品目名を記入 

・食料について、小分類の格付を前提

とした詳細な記入指導の廃止 

・誰のための支出かの記入は廃止 

用途 誰のために何人分購入した

かを記入 

「自家用以外」欄に○を記入（「自動

引落しによる支払」欄に記入する場

合は、世帯外ということがわかるよ

うに記入） 

支払方法 現金以外は支払方法を記入

（クレジット、掛買い、月賦、

電子マネーは選択） 

現金も含めて選択式 

ポイントカー

ドやクーポン

券を使用した

場合 

「現金支出」欄に商品の実際

の代金を記入すると共に、

「現金収入」欄にポイント等

使用分を記入 

支払方法の一つと位置づけ、他の支

払方法と同様、選択式で記入 

※下線は、第５回分科会時点案からの変更点 

 

〔変更についての考え方〕 

１. 収入の記入 

前回までの全国消費実態調査では、各月の家計収支に関し、支出は全ての世帯を調

査の対象とするものの、収入については、勤労者世帯及び無職世帯を対象とし、それ

ら以外の世帯は対象外としていた。これは、これらの世帯に含まれる個人経営者や農

林漁業従事者の主たる収入である事業収入が、給与や年金等と異なり月次で確定する

ことが難しい場合が多く、また、事業と家計の区分が曖昧な場合が考えられることに
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よる。他方、勤労者世帯や無職世帯の場合であっても、世帯員の中には個人経営者、

農林漁業従事者、職人、自由業者等も存在し、これらの者が得る当月の事業収入（家

計に繰り入れる分に限る。）は調査対象としているほか、世帯主の収入には勤め先収

入や社会保障給付以外の事業収入、家賃・地代収入、内職収入等もあり得、これらに

ついては家計簿記入事項として調査対象としている。 

また、世帯主が個人経営者、農林業従事者等の世帯の場合も、世帯員の中には勤労

者や年金受給者も存在し、これらの者については、勤労者世帯や無職世帯と同様に、

各月の収入を調査することは可能である。 

したがって、勤労者世帯・無職世帯以外の世帯にあっても、勤労者世帯や無職世帯

の世帯主や世帯員と同様に事業収入等を調査することは、必ずしもできないわけでは

ないものと考えられる。 

一方、調査の実務においては、これまで、世帯区分によって収入の記入の要否が異

なることから、調査員の記入指導も世帯によって変える必要があった。また、世帯抽

出時の世帯区分と世帯票取集後に判明する実際の世帯区分が異なる場合、前回までは

新たに抽出時の世帯区分と同じ世帯を再抽出していたが、今回は調査期間の短縮もあ

り、区分を変更して調査を継続することとしており、調査員は、調査世帯に対し記入

内容を変更してもらう必要が生じる。世帯区分と家計簿に記入すべき内容が不一致と

なる事例は、過去の調査でも見られ、調査員の事務負担が生じるほか、調査世帯との

間に軋轢が生じかねず、こうした事態をできる限り回避するためには、調査単位区の

名簿作成時に、調査世帯となる世帯以外も含む全ての世帯から、当該世帯の就業状況

を的確に聴き取り、世帯区分を誤りなく判別することが必要となる。 

以上を踏まえつつ、調査を円滑に実施する観点から、世帯区分によって記入要否を

変えるのではなく、全ての世帯の取り扱いを同じにすることが考えられる。 

なお、2017年の家計調査年報（総世帯）によると、勤労者世帯及び無職世帯の割合

は合わせて 86.5％であり、これら以外の世帯は 13.5％（法人経営者を除くと 11.4％）

となっている。 

２. 食料の記入方法（５分類化による記入案の変更）

食料記入については、世帯の格付による５分類での記入について検討してきたとこ

ろである。試験調査では同一の調査対象者に対し、他の品目と同様に具体的な品名を

記入する方法（家計簿Ａ）及び５分類で記入する方法（家計簿Ｂ）の双方を実施した。

その結果、アンケートでは家計簿Ｂの方が書き易いとの回答が多かったものの、家計

簿記入時間は家計簿ＡとＢで大きな差がなく、記入負担自体はほとんど変わらなかっ

た。さらに、「非アルコール飲料」や「外食」を中心に格付誤りがみられ、格付を誤る

割合が 3.7％と高いことから、５分類での記入ではなく、食料以外の品目と同様、具

体的な品名を記入してもらう方法で調査することとしたい。なお、食料の５分類での

格付以外の記入の簡略化については、案のとおり実施することとし、食料の表章は

2014 年調査の収支項目分類でいう中分類まで（簡略化した記入方法で可能な限り詳

細な分類。第１回分科会資料２参照）としたい。 

３. 記入の簡略化

「食料」及び「被服及び履物」の分類大括り化の影響の検討（第３回、第５回及び
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第６回分科会）において、国内家計最終消費支出（四半期別 GDP 速報ベース）にはほ

とんど影響がないものの、内訳項目である「半耐久財」の QE 及び年次推計値の四半

期パターンに「被服及び履物」の大括り化の影響がやや現れるとの指摘があった。こ

の点について、従前どおり「被服及び履物」の詳細な分類を行う場合、男性用・女性

用の別を把握するために世帯員の氏名を調査する必要があるが、氏名を他の調査項目

（年収額、貯蓄額、最終卒業学校等）と併せて調査票に記入することには世帯の忌避

感が強く、これらの調査項目の回答拒否につながるおそれがある。次回調査では各調

査項目への記入を促すことを優先し、（案）のとおり世帯員の氏名を調査しないこと

としたい。ただし、「被服及び履物」の分類については、大括り化の影響を考慮し、食

料と同様に中分類まで表章することとしたい。 
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（案）収支項目一覧

受取 受取

実収入 実収入

経常収入 経常収入

勤め先収入 勤め先収入

世帯主の勤め先収入 世帯主の勤め先収入

010 定期収入 010 定期収入

011 臨時収入 011 臨時収入

013 世帯主の配偶者の勤め先収入 013 世帯主の配偶者の勤め先収入

他の世帯員の勤め先収入 他の世帯員の勤め先収入

014 男の他の世帯員の勤め先収入 014 男の他の世帯員の勤め先収入

015 女の他の世帯員の勤め先収入 015 女の他の世帯員の勤め先収入

事業・内職収入 事業・内職収入

023 農林漁業収入 023 農林漁業収入

022 家賃収入 022 家賃収入

020・024 他の事業収入 020・024 他の事業収入

021・02X 内職収入 021・02X 内職収入

025 本業以外の勤め先・事業・内職収入 025 本業以外の勤め先・事業・内職収入

他の経常収入 他の経常収入

030 財産収入 030 財産収入

社会保障給付 社会保障給付

034 公的年金給付 034 公的年金給付

031 雇用保険法に基づく給付 031 雇用保険法に基づく給付

035 他の社会保障給付 035 他の社会保障給付

033 仕送り金 033 仕送り金

032・039 特別収入 032・039 特別収入

032 受贈金 032 受贈金

039 他の特別収入 039 他の特別収入

実収入以外の受取（繰入金を除く） 実収入以外の受取（繰入金を除く）

040 預貯金引出 040 預貯金引出

048・052 保険金 048・052 保険金

048 個人・企業年金保険金 048 個人・企業年金保険金

052 他の保険金 052 他の保険金

有価証券売却 有価証券売却

045 株式売却 045 株式売却

04X 他の有価証券売却 04X 他の有価証券売却

047 土地家屋借入金 047 土地家屋借入金

042 他の借入金 042 他の借入金

043 分割払・一括払購入借入金 043 分割払・一括払購入借入金

046 財産売却 046 財産売却

049 実収入以外の受取のその他 049 実収入以外の受取のその他

050 繰入金 050 繰入金

2019年　全国消費実態調査　表章用
※最終的な収支項目分類は、2020年に改訂予定の「家計調査 収支項目分類」に準拠した

上で、食料などについて簡略化したものとなるよう検討する。
2014年　全国消費実態調査　表章用

資料２ 別紙１
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2019年　全国消費実態調査　表章用
※最終的な収支項目分類は、2020年に改訂予定の「家計調査 収支項目分類」に準拠した

上で、食料などについて簡略化したものとなるよう検討する。
2014年　全国消費実態調査　表章用

支払 支払

実支出 実支出

消費支出 消費支出

1 食料 1 食料

1. 1 穀類 1. 1 穀類

1. 1. 1 米 102 穀類

102 米

1. 1. 2 パン

120 パン

1. 1. 3 麺類

130 麺類

1. 1. 4 他の穀類

140 他の穀類

1. 2 魚介類 1. 2 魚介類

1. 2. 1 生鮮魚介 170 魚介類

170 生鮮魚介

1. 2. 2 塩干魚介

195 塩干魚介

1. 2. 3 魚肉練製品

203 魚肉練製品

1. 2. 4 他の魚介加工品

213 他の魚介加工品

1. 3 肉類 1. 3 肉類

1. 3. 1 生鮮肉 220 肉類

220 牛肉

221 豚肉

222 鶏肉

22X 合いびき肉

224 他の生鮮肉

1. 3. 2 加工肉

225 ハム・ソーセージ

229 他の加工肉

1. 4 乳卵類 1. 4 乳卵類

1. 4. 1 牛乳 230 乳卵類

230 牛乳

1. 4. 2 乳製品

231 粉ミルク

232 ヨーグルト

233 バター・チーズ

235 他の乳製品

1. 4. 3 卵

238 卵

1. 5 野菜・海藻 1. 5 野菜・海藻

1. 5. 1 生鮮野菜 240 野菜・海藻

240 生鮮野菜

1. 5. 2 乾物・海藻

273 豆類

276 干しのり

277 わかめ・こんぶ

279 他の乾物・海藻

1. 5. 3 大豆加工品

280 豆腐

281 油揚げ・がんもどき

282 納豆

289 他の大豆製品

1. 5. 4 他の野菜・海藻加工品

290 こんにゃく

294 野菜の漬物

296 野菜・海藻のつくだ煮

299 他の野菜・海藻加工品のその他

1. 6 果物 1. 6 果物
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2019年　全国消費実態調査　表章用
※最終的な収支項目分類は、2020年に改訂予定の「家計調査 収支項目分類」に準拠した

上で、食料などについて簡略化したものとなるよう検討する。
2014年　全国消費実態調査　表章用

1. 6. 1 生鮮果物 300 果物

300 生鮮果物

1. 6. 2 果物加工品

319 果物加工品

1. 7 油脂・調味料 1. 7 油脂・調味料

1. 7. 1 油脂 320 油脂・調味料

320 食用油

321 マーガリン

1. 7. 2 調味料

322 食塩

323 しょう油

324 みそ

325 砂糖

327 酢

328 ソース・ケチャップ

330 マヨネーズ・マヨネーズ風調味料

331 ジャム

332 ドレッシング

333 カレールウ

339 他の調味料

1. 8 菓子類 1. 8 菓子類

340 菓子類 340 菓子類

1. 9 調理食品 1. 9 調理食品

1. 9. 1 主食的調理食品 360 調理食品

360 弁当

36A すし(弁当)

36B おにぎり・その他

361 調理パン

363 他の主食的調理食品

1. 9. 2 他の調理食品

370 冷凍調理食品

37X そうざい材料セット（宅配）

37Y そうざい材料セット（宅配以外）

376 他の調理食品のその他

1. 10 飲料 1. 10 飲料

1. 10.1 茶類 380 飲料

380 緑茶

381 紅茶

383 他の茶葉

38X 茶飲料

1. 10.2 コーヒー・ココア

382 コーヒー

384 コーヒー飲料

386 ココア・ココア飲料

1. 10.3 他の飲料

385 果実・野菜ジュース

387 炭酸飲料

388 乳酸菌飲料

38A 乳飲料

38B ミネラルウォーター

38Y スポーツドリンク

389 他の飲料のその他

1. 11 酒類 1. 11 酒類

3X1 清酒 3X1 酒類

3X3 焼酎

3X4 ビール

3X5 ウイスキー

3X9 ワイン

3X7 発泡酒・ビール風アルコール飲料

3X8 チューハイ・カクテル

3XX 他の酒
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2019年　全国消費実態調査　表章用
※最終的な収支項目分類は、2020年に改訂予定の「家計調査 収支項目分類」に準拠した

上で、食料などについて簡略化したものとなるよう検討する。
2014年　全国消費実態調査　表章用

1. 12 外食 1. 12 外食

1. 12.1 一般外食 36X 一般外食

36X 弁当（宅配） ※ 1.13 賄い費（単身世帯）を統合。

396 他の食事代

397 喫茶代

398 飲酒代

1. 12.2 学校給食 39X 学校給食

39X 学校給食

1. 13 賄い費（単身世帯）

39Y 賄い費（単身世帯）

2 住居 2 住居

2. 1 家賃地代 2. 1 家賃地代

400 家賃 400 家賃

402 地代 402 地代

2. 2 設備修繕・維持 2. 2 設備修繕・維持

2. 2. 1 設備材料 2. 2. 1 設備材料

411 太陽光発電システム 411 太陽光発電システム

410 他の設備器具 410 他の設備器具

419 修繕材料 419 修繕材料

2. 2. 2 工事その他のサービス 2. 2. 2 工事その他のサービス

423 修繕・維持工事費 423 修繕・維持工事費

429 火災・地震保険料 429 火災・地震保険料

3 光熱・水道 3 光熱・水道

3. 1 電気代 3. 1 電気代

430 電気代 430 電気代

3. 2 ガス代 3. 2 ガス代

431 都市ガス 431 都市ガス

432 プロパンガス 432 プロパンガス

3. 3 他の光熱 3. 3 他の光熱

433 灯油 433 灯油

439 他の光熱のその他 439 他の光熱のその他

3. 4 上下水道料 3. 4 上下水道料

440 上下水道料 440 上下水道料

4 家具・家事用品 4 家具・家事用品

4. 1 家庭用耐久財 4. 1 家庭用耐久財

4. 1. 1 家事用耐久財 4. 1. 1 家事用耐久財

45X 電子レンジ 45X 電子レンジ

451 炊事用電気器具 451 炊事用電気器具

452 炊事用ガス器具 452 炊事用ガス器具

453 電気冷蔵庫 453 電気冷蔵庫

455 電気掃除機 455 電気掃除機

456 電気洗濯機・衣類乾燥機 456 電気洗濯機・衣類乾燥機

459 他の家事用耐久財 459 他の家事用耐久財

4. 1. 2 冷暖房用器具 4. 1. 2 冷暖房用器具

470 エアコンディショナ 470 エアコンディショナ

472 ストーブ・温風ヒーター 472 ストーブ・温風ヒーター

479 他の冷暖房用器具 479 他の冷暖房用器具

4. 1. 3 一般家具 4. 1. 3 一般家具

480 たんす 480 たんす

481 食卓セット 481 食卓セット

483 食器戸棚 483 食器戸棚

489 他の家具 489 他の家具

4. 2 室内装備・装飾品 4. 2 室内装備・装飾品

491 照明器具 491 照明器具

492 室内装飾品 492 室内装飾品

493 敷物 493 敷物

496 カーテン 496 カーテン

499 他の室内装備品 499 他の室内装備品

4. 3 寝具類 4. 3 寝具類

500 ベッド 500 ベッド

501 布団 501 布団
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2019年　全国消費実態調査　表章用
※最終的な収支項目分類は、2020年に改訂予定の「家計調査 収支項目分類」に準拠した

上で、食料などについて簡略化したものとなるよう検討する。
2014年　全国消費実態調査　表章用

503 毛布 503 毛布

509 他の寝具類 509 他の寝具類

4. 4 家事雑貨 4. 4 家事雑貨

510 食卓用品 510 食卓用品

517 台所用品 517 台所用品

529 他の家事雑貨 529 他の家事雑貨

4. 5 家事用消耗品 4. 5 家事用消耗品

531 ティッシュ・トイレットペーパー 531 ティッシュ・トイレットペーパー

533 台所・住居用洗剤 533 台所・住居用洗剤

534 洗濯用洗剤 534 洗濯用洗剤

530 ポリ袋・ラップ 530 ポリ袋・ラップ

536 柔軟仕上剤 536 柔軟仕上剤

537 芳香・消臭剤 537 芳香・消臭剤

539 他の家事用消耗品のその他 539 他の家事用消耗品のその他

4. 6 家事サービス 4. 6 家事サービス

540 家事代行料 540 家事代行料

54X 粗大ゴミの処分代 54X 粗大ゴミの処分代

541 他の清掃代 541 他の清掃代

542 家具・家事用品修理代 542 家具・家事用品修理代

543 家具・家事用品賃借料 543 家具・家事用品賃借料

5 被服及び履物 5 被服及び履物

5. 1 和服 5. 1 和服

550 男子用和服 550 和服

552 婦人用和服

558 子供用和服

5. 2 洋服 5. 2 洋服

5. 2. 1 男子用洋服 560 洋服

560 背広服

561 男子用上着

562 男子用ズボン

563 男子用コート

565 男子用学校制服

569 他の男子用洋服

5. 2. 2 婦人用洋服

570 婦人服

574 婦人用上着

571 スカート

572 婦人用スラックス

573 婦人用コート

575 女子用学校制服

576 他の婦人用洋服

5. 2. 3 子供用洋服

580 子供用洋服

5. 3 シャツ・セーター類 5. 3 シャツ・セーター類

5. 3. 1 男子用シャツ・セーター類 590 シャツ・セーター類

590 ワイシャツ

591 他の男子用シャツ

592 男子用セーター

5. 3. 2 婦人用シャツ・セーター類

593 ブラウス

594 他の婦人用シャツ

595 婦人用セーター

5. 3. 3 子供用シャツ・セーター類

596 子供用シャツ

597 子供用セーター

5. 4 下着類 5. 4 下着類

5. 4. 1 男子用下着類 600 下着類

600 男子用下着類

5. 4. 2 婦人用下着類

610 婦人用下着類

5. 4. 3 子供用下着類
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2014年　全国消費実態調査　表章用

620 子供用下着類

5. 5 生地・糸類 5. 5 生地・糸類

630 生地・糸類 630 生地・糸類

5. 6 他の被服 5. 6 他の被服

651 ネクタイ 651 他の被服

654 男子用靴下

655 婦人用靴下

657 子供用靴下

659 他の被服のその他

5. 7 履物類 5. 7 履物類

675 運動靴 675 履物類

670 男子靴

672 婦人靴

676 子供靴

680 他の履物

5. 8 被服関連サービス 5. 8 被服関連サービス

691 洗濯代 691 衣服関連サービス

694 被服賃借料 692 履物類関連サービス

692 他の被服関連サービス ※ 691 洗濯代～692 他の被服関連サービスを

統合・再編。

6 保健医療 6 保健医療

6. 1 医薬品 6. 1 医薬品

700 医薬品 700 医薬品

6. 2 健康保持用摂取品 6. 2 健康保持用摂取品

710 健康保持用摂取品 710 健康保持用摂取品

6. 3 保健医療用品・器具 6. 3 保健医療用品・器具

71X 紙おむつ（大人用） 71X 紙おむつ（大人用）

71Y 紙おむつ（乳幼児用） 71Y 紙おむつ（乳幼児用）

711 保健用消耗品 711 保健用消耗品

712 眼鏡 712 眼鏡

714 コンタクトレンズ 714 コンタクトレンズ

719 他の保健医療用品・器具 719 他の保健医療用品・器具

6. 4 保健医療サービス 6. 4 保健医療サービス

720 医科診療代 720 医科診療代

722 歯科診療代 722 歯科診療代

723 出産入院料 723 出産入院料

721 他の入院料 721 他の入院料

724 整骨(接骨）・鍼灸院治療代 724 整骨(接骨）・鍼灸院治療代

728 マッサージ料金等（診療外） 728 マッサージ料金等（診療外）

727 人間ドック等受診料 727 人間ドック等受診料

729 他の保健医療サービス 729 他の保健医療サービス

7 交通・通信 7 交通・通信

7. 1 交通 7. 1 交通

730 鉄道運賃 730 鉄道運賃

731 鉄道通学定期代 731 鉄道通学定期代

732 鉄道通勤定期代 732 鉄道通勤定期代

733 バス代 733 バス代

734 バス通学定期代 734 バス通学定期代

735 バス通勤定期代 735 バス通勤定期代

736 タクシー代 736 タクシー代

737 航空運賃 737 航空運賃

738 有料道路料 738 有料道路料

739 他の交通 739 他の交通

7. 2 自動車等関係費 7. 2 自動車等関係費

7. 2. 1 自動車等購入 7. 2. 1 自動車等購入

740 自動車購入 740 自動車購入

742 自動車以外の輸送機器購入 742 自動車以外の輸送機器購入

7. 2. 2 自転車購入 7. 2. 2 自転車購入
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2014年　全国消費実態調査　表章用

745 自転車購入 745 自転車購入

7. 2. 3 自動車等維持 7. 2. 3 自動車等維持

750 ガソリン 750 ガソリン

751 自動車等部品 751 自動車等部品

752 自動車等関連用品 752 自動車等関連用品

753 自動車整備費 753 自動車整備費

75X 年極・月極駐車場借料 75X 年極・月極駐車場借料

756 他の駐車場借料 756 他の駐車場借料

75B レンタカー・カーシェアリング料金 75B レンタカー・カーシェアリング料金

754 他の自動車等関連サービス 754 他の自動車等関連サービス

757 自動車保険料 757 自動車保険料

759 自動車保険料以外の輸送機器保険料 759 自動車保険料以外の輸送機器保険料

7. 3 通信 7. 3 通信

760 郵便料 760 郵便料

762 固定電話通信料 762 固定電話通信料

763 携帯電話通信料 763 携帯電話通信料

766 携帯電話 766 携帯電話

764 他の通信機器 764 他の通信機器

768 宅配便運送料 768 宅配便運送料

769 他の運送料 769 他の運送料

8 教育 8 教育

8. 1 授業料等 8. 1 授業料等

770 国公立小学校 統合 770 小学校

771 私立小学校

772 国公立中学校 統合 772 中学校

773 私立中学校

774 国公立高校 統合 774 高校

775 私立高校

776 国公立大学 統合 776 大学

777 私立大学

778 幼児教育費用（国公立） 統合 778 幼児教育費用

77X 幼児教育費用（私立）

779 専門学校 779 専門学校

8. 2 教科書・学習参考教材 8. 2 教科書・学習参考教材

780 教科書・学習参考教材 780 教科書・学習参考教材

8. 3 補習教育 8. 3 補習教育

790 幼児・小学校補習教育 790 幼児・小学校補習教育

791 中学校補習教育 791 中学校補習教育

792 高校補習教育・予備校 792 高校補習教育・予備校

9 教養娯楽 9 教養娯楽

9. 1 教養娯楽用耐久財 9. 1 教養娯楽用耐久財

801 テレビ 801 テレビ

803 携帯型音楽・映像用機器 803 携帯型音楽・映像用機器

813 ビデオレコーダー・プレイヤー 813 ビデオレコーダー・プレイヤー

816 パソコン 816 パソコン

817 タブレット端末 817 タブレット端末

818 パソコン関連用品
（周辺機器・部品・ソフトなど） 818 パソコン関連用品
（周辺機器・部品・ソフトなど）

804 カメラ 804 カメラ

811 ビデオカメラ 811 ビデオカメラ

806 楽器 806 楽器

807 書斎・学習用机・椅子 807 書斎・学習用机・椅子

809 他の教養娯楽用耐久財 809 他の教養娯楽用耐久財

812 教養娯楽用耐久財修理代 812 教養娯楽用耐久財修理代

9. 2 教養娯楽用品 9. 2 教養娯楽用品

820 耐久性文房具 820 耐久性文房具

821 消耗性文房具 821 消耗性文房具

830 スポーツ用具 830 スポーツ用具

834 スポーツ用品 834 スポーツ用品

836 テレビゲーム機 836 テレビゲーム機

835 ゲームソフト等 835 ゲームソフト等

837 他の玩具 837 他の玩具
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840 切り花 840 切り花

846 音楽・映像用未使用メディア 846 音楽・映像用未使用メディア

845 音楽・映像収録済メディア 845 音楽・映像収録済メディア

848 ペットフード 848 ペットフード

84Y 他の愛玩動物・同用品 84Y 他の愛玩動物・同用品

84A 園芸用植物 84A 園芸用植物

847 園芸用品 847 園芸用品

849 電池 849 電池

842 他の教養娯楽用品のその他 842 他の教養娯楽用品のその他

84X 動物病院代 84X 動物病院代

841 他の愛玩動物関連サービス 841 他の愛玩動物関連サービス

844 教養娯楽用品修理代 844 教養娯楽用品修理代

9. 3 書籍・他の印刷物 9. 3 書籍・他の印刷物

850 新聞 850 新聞

851 雑誌（週刊誌を含む） 851 雑誌（週刊誌を含む）

854 書籍 854 書籍

859 他の印刷物 859 他の印刷物

9. 4 教養娯楽サービス 9. 4 教養娯楽サービス

9. 4. 1 宿泊料 9. 4. 1 宿泊料

860 宿泊料 860 宿泊料

9. 4. 2 パック旅行費 9. 4. 2 パック旅行費

861 国内パック旅行費 861 国内パック旅行費

862 外国パック旅行費 862 外国パック旅行費

9. 4. 3 月謝類 9. 4. 3 月謝類

875 語学月謝 875 語学月謝

870 他の教育的月謝 870 他の教育的月謝

876 音楽月謝 876 音楽月謝

871 他の教養的月謝 871 他の教養的月謝

872 スポーツ月謝 872 スポーツ月謝

873 自動車教習料 873 自動車教習料

879 他の月謝類 879 他の月謝類

9. 4. 4 他の教養娯楽サービス 9. 4. 4 他の教養娯楽サービス

88A ＮＨＫ放送受信料（ＢＳを含む） 88A ＮＨＫ放送受信料（ＢＳを含む）

88B ケーブルテレビ放送受信料 88B ケーブルテレビ放送受信料

880 他の放送受信料 880 他の放送受信料

882 映画・演劇・文化施設等入場料 882 映画・演劇・文化施設等入場料

883 スポーツ観覧料 883 スポーツ観覧料

877 ゴルフプレー料金 877 ゴルフプレー料金

878 スポーツクラブ使用料 878 スポーツクラブ使用料

881 他のスポーツ施設使用料 881 他のスポーツ施設使用料

886 遊園地入場・乗物代 886 遊園地入場・乗物代

885 他の入場・ゲーム代 885 他の入場・ゲーム代

888 諸会費 888 諸会費

887 写真撮影・プリント代 887 写真撮影・プリント代

88X 教養娯楽賃借料 88X 教養娯楽賃借料

88Y インターネット接続料 88Y インターネット接続料

87Y コンテンツ利用料 87Y コンテンツ利用料

889 他の教養娯楽サービスのその他 889 他の教養娯楽サービスのその他

10 その他の消費支出 10 その他の消費支出

10.1 諸雑費 10.1 諸雑費

10.1. 1 理美容サービス 10.1. 1 理美容サービス

890 温泉・銭湯入浴料 890 温泉・銭湯入浴料

891 理髪料 891 理髪料

892 パーマ・カット代 892 パーマ・カット代

899 他の理美容代 899 他の理美容代

10.1. 2 理美容用品 10.1. 2 理美容用品

900 理美容用電気器具 900 理美容用電気器具

903 他の理美容用品 903 他の理美容用品

904 浴用・洗顔石けん 904 浴用・洗顔石けん

905 シャンプー・歯磨き 905 シャンプー・歯磨き

907 整髪・養毛剤 907 整髪・養毛剤
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913 化粧品 913 化粧品

10.1. 3 身の回り用品 10.1. 3 身の回り用品

920 傘 920 傘

924 かばん類 924 かばん類

928 装身具 928 装身具

930 腕時計 930 腕時計

932 他の身の回り用品 932 他の身の回り用品

935 身の回り用品関連サービス 935 身の回り用品関連サービス

10.1. 4 たばこ 10.1. 4 たばこ

940 たばこ 940 たばこ

10.1. 5 他の諸雑費 10.1. 5 他の諸雑費

950 信仰・祭祀費 950 信仰・祭祀費

955 祭具・墓石 955 祭具・墓石

956 婚礼関係費 956 婚礼関係費

957 葬儀関係費 957 葬儀関係費

958 他の冠婚葬祭費 958 他の冠婚葬祭費

95X 医療保険料 95X 医療保険料

952 他の非貯蓄型保険料 952 他の非貯蓄型保険料

953 寄付金 953 寄付金

954 保育費用 954 保育費用

95Y 訪問介護・通所サービス等費用 95Y 訪問介護・通所サービス等費用

95A 介護施設費用 95A 介護施設費用

95B 介護機器等レンタル料 95B 介護機器等レンタル料

959 他の諸雑費のその他 959 他の諸雑費のその他

10.2 こづかい（使途不明） 10.2 こづかい（使途不明）

960 世帯主こづかい 960 世帯主こづかい

961 他のこづかい 961 他のこづかい

10.3 交際費 10.3 交際費

10.3. 1 食料 10.3. 1 食料

10.3. 2 家具・家事用品 10.3. 2 家具・家事用品

10.3. 3 被服及び履物 10.3. 3 被服及び履物

10.3. 4 教養娯楽 10.3. 4 教養娯楽

10.3. 5 他の物品サービス 10.3. 5 他の物品サービス

10.3. 6 贈与金 10.3. 6 贈与金

970 贈与金 970 贈与金

10.3. 7 他の交際費 10.3. 7 他の交際費

971 つきあい費 971 つきあい費

973 住宅関係負担費 973 住宅関係負担費

972 他の負担費 972 他の負担費

10.4 仕送り金 10.4 仕送り金

980 国内遊学仕送り金 980 国内遊学仕送り金

981 他の仕送り金 981 他の仕送り金
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非消費支出 非消費支出

直接税 直接税

070 勤労所得税 070 勤労所得税

075 個人住民税 075 個人住民税

071 他の税 071 他の税

　 社会保険料 　 社会保険料

073 公的年金保険料 073 公的年金保険料

074 健康保険料 074 健康保険料

077 介護保険料 077 介護保険料

076 他の社会保険料 076 他の社会保険料

079 他の非消費支出 079 他の非消費支出

実支出以外の支払（繰越金を除く） 実支出以外の支払（繰越金を除く）

080 預貯金 080 預貯金

083・092 保険料 083・092 保険料

083 個人・企業年金保険料 083 個人・企業年金保険料

092 他の保険料 092 他の保険料

有価証券購入 有価証券購入

086 株式購入 086 株式購入

08X 他の有価証券購入 08X 他の有価証券購入

088 土地家屋借金返済 088 土地家屋借金返済

082 他の借金返済 082 他の借金返済

084 分割払・一括払購入借入金返済 084 分割払・一括払購入借入金返済

087 財産購入 087 財産購入

089 実支出以外の支払のその他 089 実支出以外の支払のその他

090 繰越金 090 繰越金
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